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序章 計画の位置付け 

 
１．計画策定の背景と目的 

 焼津市内では、市北部を東西に横断する「ＪＲ東海道線」と、しずてつジャストライン㈱が運

営する「路線バス」および焼津市が運営する「自主運行バス」を中心とした公共交通ネットワー

クが形成されており、焼津市民および市外からの来訪者の足として利用されている。 

 このうち、焼津市が運営する「自主運行バス」については、「焼津循環線」と「大井川循環線」

の２路線が運行されており、これらは平成 20 年 11 月の市町合併以前の旧焼津市および旧大井川

町において運行されていた自主運行バス路線が、概ねそのまま新市に受け継がれる形で今日まで

運行されている。 

 しかし、モータリゼーションの進展や一部地域における人口の減少などを背景としながら、「路

線バス」の利用者数は減少傾向にあり、一部では路線の廃止も現実のものになっている。また、

「焼津循環線」と「大井川循環線」は、共に車両の運行台数を増やすなどサービスの拡充を行い

ながら、その利用者数を伸ばしてきたものの、特に「大井川循環線」の利用者数が伸び悩んでい

るとともに、公共交通空白地域となっている地域からの路線拡充の要望などが寄せられてもいる。

したがって、焼津市の地域公共交通は、さらなるサービスの充実について検討しつつも、一定程

度の輸送効率を確保していかなくてはいけないという困難な課題を抱えているといえる。 

 本計画では、計画の策定プロセスを通じながら、焼津市の地域公共交通が担う役割について検

討を行い、その明確化を図るとともに、鉄道、路線バスおよび自主運行バスを有機的に結ぶ「公

共交通ネットワークの構築」により、地域住民にとって便利でかつ持続可能な公共交通サービス

の提供を目指すこととする。 

 

２．計画の位置付け 

 この計画は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号）」に基づ

き、本市の今後の地域公共交通の活性化・再生を推進するための目標や方針を示すものとする。 

 

図表 1-1-1 焼津市位置図 

 

 

 

 

 

 

※人口世帯は平成 17 年国勢調査 

※面積は国土地理院資料 より 

（平成 20 年 11 月 1 日現在） 

 

 

人 口：143,101（人） 

世帯数：47,197（世帯） 

面 積：70.55（k ㎡） 

焼 津
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第１章 地域公共交通などに係る現状整理 
 

１．焼津市の人口動態 

人口は平成 17年～22 年にかけてピークを迎えるも、65 歳以上人口は今後も増加傾向 (1)  
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-1-1 焼津市の人口の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-1-2 人口・一般世帯数・年齢３区分別人口（旧焼津市・旧大井川町） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国勢調査（総務省）【昭和 45 年～平成 17 年】 ※年齢不明人口は除いている 

出典：『日本の市区町村別将来推計人口』（平成 20 年 12 月推計）（国立社会保障・人口問題研究所） 

【平成 22 年～平成 47 年】 

・焼津市の人口は、平成 17 年～22 年にピークを迎え、その後減少に転じることが予想されて

いる。平成 22 年から平成 47 年にかけて、約 2 万人の減少となる。 
・また、旧大井川町に限ってみると、人口は平成 12 年にピークとなっており、既に減少局面

に入っていることが分かる。 
・そのような中、65 歳以上の老年人口は今後も増加傾向となり、高齢化率は平成 17 年の 20.1%

から、平成 47 年には 34.0%となることが予想されている。 

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年
人口 旧焼津市 82,737 94,102 104,359 108,558 112,174 115,902 118,247 120,108

旧大井川町 16,812 17,582 19,708 21,548 22,022 23,152 23,204 22,919
世帯 旧焼津市 - - 27,114 29,102 31,577 34,933 37,888 40,442

旧大井川町 - - 4,574 5,105 5,438 6,070 6,347 6,684
旧焼津市 年少人口 26.4% 26.6% 25.7% 23.1% 19.3% 16.6% 15.3% 14.5%

生産年齢人口 67.0% 66.1% 66.2% 67.6% 69.5% 69.4% 67.7% 65.3%
老年人口 6.7% 7.3% 8.1% 9.3% 11.2% 13.9% 17.0% 20.3%

旧大井川町 年少人口 24.8% 23.8% 24.2% 24.3% 21.2% 18.2% 16.3% 14.7%
生産年齢人口 66.4% 66.8% 65.8% 65.5% 66.8% 67.3% 66.9% 65.9%
老年人口 8.8% 9.5% 10.0% 10.2% 12.1% 14.5% 16.8% 19.4%
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地区別人口は、東益津・越後島などで減少、豊田・大覚寺などで増加傾向 (2)  

 
 
 
 
 
 
 

図表 1-1-3 人口・世帯数（地区別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-1-4 平成 12 年から平成 17年の増減率 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
出典： 平成 17 年国勢調査（総務省） 
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【地区別地図】 

・地区別にみると、人口が多いのは「焼津」、「大井川」、「大富」、「小川」などとなっている。 
・なお、平成 12 年から平成 17 年の地区別の人口の変化をみると、西焼津駅周辺の「豊田」、

区画整理が行われた「大覚寺」での増加率が高くなっている。 
・また、人口の減少率が大きい地区としては、「東益津」、「越後島」などとなっており、人口の

増加局面である平成 12 年から平成 17 年という期間においても、増加している地区は限られ

ていることがわかる。 
 



 4 

 
人口はＪＲ沿線と小川・和田地区などで集積が高いが、その他の地域にも広く分布 (3)  

 
 
 
 
 
 

図表 1-1-5 焼津市内の人口分布（500m メッシュ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※平成 17 年国勢調査（総務省）をもとに作成 

・人口集積は、ＪＲ沿線や小川、和田地区などでやや集積が高くなっている。 
・しかしながら、その他の地域においても広い範囲に分布していることが分かる。 
・高齢者についてみた場合も、概ね同じ傾向にある。 
・人口が市域全体に広く分布していることから、仮にバス路線での人口カバー率を高めようと

する場合には、迂回の多い非効率な路線となる恐れがある。 
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２．主要施設の立地と交通流動 

中心的な医療施設「焼津市立総合病院」が市のほぼ中央に位置する (1)  
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-2-1 焼津市内の主要施設の立地状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※買物施設は店舗面積 1,000 ㎡以上のものを掲載 

・バスでの通院が多くなることの多い医療施設としては、焼津市のほぼ中央に「焼津市立総合

病院」が位置しており、旧焼津市、旧大井川町の両地区からの利用者が多い医療施設となっ

ている。 
・図書館や文化会館などの公共施設は、旧焼津市と旧大井川町の中心部にそれぞれ集まってい

る。買い物施設は、市立総合病院の近くに「イオン焼津」が位置しているとともに、「富士屋」、

「田子重」などの店舗が多く立地している。 

イオン焼津

ｸﾞﾗﾝﾘﾊﾞｰ大井川

ピアゴ大覚寺

ｽｰﾊﾟｰもちづき

ビッグ富士焼津

ｽｰﾊﾟｰ田子重・小川店

ｽｰﾊﾟｰ田子重・田尻店

ｽｰﾊﾟｰ田子重・登呂田店

ｽｰﾊﾟｰ田子重・西焼津店

富士屋・東名店

富士屋・田尻北店

富士屋・焼津西店

富士屋・焼津南店

その他の公共施設その他の公共施設病院施設病院施設学校施設学校施設 買物施設買物施設

【学校・病院・その他公共施設】 【買物施設】 

焼津中央高校

焼津水産高校

大井川高校

焼津高校

静岡福祉大学

焼津病院

焼津市立総合病院

駿河西病院

岡本石井病院

甲賀病院
焼津市役所

大井川庁舎

大井川図書館

大井川文化会館

大井川福祉センターほほえみ

焼津文化会館・図書館

総合福祉会館

福祉老人センター

福祉庁舎
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地域内の移動のうち、バスの利用割合は僅か 1.1％ 自動車での移動が過半数を占める (2)  
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-2-2 焼津市内の人の動き（全目的） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：静岡中部都市圏 第 3 回 

パーソントリップ調査（平成 13 年実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤枝

西焼津

焼
津

(旧)大井川町

(旧)焼津市

・焼津市内の人の動きは、図表 1-2-2 のとおりとなっており、それぞれつながりの強い地域同

士がみてとれる。 
・地域内の移動における利用交通手段をみると、バスの利用は全体では約 1.1％と非常に少な

くなっており、自家用車での移動が過半数を占めている。 
・バスでの移動割合が高いのは、学生の通学で 2.3%となっている。 

70.6

6.1

52.7

78.7

55.0

21.3

12.4

22.2

12.7

24.2

21.3

7.4

79.1

23.8

8.2

17.5

22.4

0.7

2.3

1.2

0.3

1.2

1.1

56.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
100
%

通勤

通学

帰宅

業務

私用

全目的

バス 自動車 二輪車 徒歩 その他

図表 1-2-3 焼津市内の移動の交通機関分担率（目的別※2） 

※1：トリップとは、人が 1 つの目的を持って出発地から到着地まで移動した場合の動きを指す。

例えば、通勤へという目的で自宅から会社へ行った場合はこの動きが 1トリップになる。また、

帰宅という目的で会社から自宅に帰る動きも 1トリップとなる。このとき、いくつかの交通手段

に乗り換えても 1トリップとなる。 

※2：目的別は、通勤：通勤先へ行ったトリップ、通学：通学先へ行ったトリップ、帰宅：外出先

から自宅へのトリップ、業務：配達・会議・建設・農林業作業のためのトリップ、私用：買い物・

食事・通院・レクリエーションのためのトリップ 

凡例
（単位：トリップ）

200以上
120以上
90以上
60以上

凡例
（単位：トリップ）

200以上
120以上
90以上
60以上

※1 
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旧大井川町からは、私用の移動に限っては藤枝市とのつながりが強くなっている (3)  
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-2-4 周辺市町村間の流動（全目的） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-2-5 周辺市町村間の流動（通勤） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・旧焼津市についてみると、藤枝市との流動が最も多くなっており、ついで静岡市となってい

る。通勤・通学については静岡市への移動が多いものの、私用の移動は藤枝市が多くなって

いる。 
・旧大井川町についてみると、利用目的別の合計では旧焼津市と藤枝市との流動は同数程度と

なっているものの、私用の移動に限っては、藤枝市との流動の方が多くなっており、旧焼津

市と同様の傾向がみられる。 

その他

その他

その他

その他

藤枝市

(旧)大井川町

その他

(旧)焼津市

島田市

静岡市

26.03.4

29.3

8.8

26.3

9.7

31.54.8

8.0

51.1

3.3

9.6

9.32.8

3.1

31.7

29.1

9.1

17.4

11.5

2.7

4.8

17.4

14.9

8.9

49.3

8.0
3.2

11.7

14.7

その他

その他

その他

その他

藤枝市

その他

島田市

静岡市

3.00.7

4.1

1.1

10.4

3.6

7.01.5

3.4

13.9

1.0

1.5

1.10.5

1.5

6.8

11.7

2.6

3.9

5.1

1.0

1.0

3.1

7.4

3.4

1.7

0.0
0.0

0.0

0.0

(旧)大井川町

(旧)焼津市

凡例

50千トリップ以上

30千トリップ以上

20千トリップ以上

10千トリップ以上

5千トリップ以上

凡例

50千トリップ以上

30千トリップ以上

20千トリップ以上

10千トリップ以上

5千トリップ以上

凡例

10千トリップ以上

5千トリップ以上

3千トリップ以上

1.5千トリップ以上

凡例

10千トリップ以上

5千トリップ以上

3千トリップ以上

1.5千トリップ以上
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図表 1-2-6 周辺市町村間の流動（通学） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-2-7 周辺市町村間の流動（私用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：静岡中部都市圏 第 3 回パーソントリップ調査（平成 13 年実施） 

 

※静岡市には旧由比町を含む、島田市には旧金谷町および旧川根町を含む、藤枝市には旧岡部町を含

む 

その他

その他

その他

その他

藤枝市

その他

島田市

静岡市

0.10.0

0.4

0.1

2.9

0.3

1.40.4

0.6

2.1

0.2

0.3

0.40.2

0.1

0.6

2.1

0.4

0.8

0.7

0.1

0.1

0.9

0.9

0.9

0.3

0.0
0.0

0.0

0.0

(旧)大井川町

(旧)焼津市

その他

その他

その他

その他

藤枝市

その他

島田市

静岡市

2.50.2

2.2

0.6

3.2

1.7

6.50.5

1.1

10.5

0.3

1.6

2.90.4

0.5

6.9

3.5

1.5

2.8

2.3

0.3

0.9

4.1

3.0

0.9

4.1

0.6
0.3

1.0

1.3

(旧)大井川町

(旧)焼津市
凡例

10千トリップ以上

5千トリップ以上

3千トリップ以上

1.5千トリップ以上

凡例

10千トリップ以上

5千トリップ以上

3千トリップ以上

1.5千トリップ以上

凡例

10千トリップ以上

3千トリップ以上

0.5千トリップ以上

凡例

10千トリップ以上

3千トリップ以上

0.5千トリップ以上
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３．バス路線の概要 

市内を運行するバス路線は、路線バス６路線、焼津市の自主運行バス２路線となっている (1)  
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-1 焼津市内を運行するバス路線一覧 

 路線名 路線概要（ルートなど） 運行本数 

焼津 
大島線 

・焼津駅と大島新田を結ぶ路線（市内完結の路線

バス） ※平成 21 年度の時点では黒字路線 
・焼津駅、市立総合病院、静岡福祉大学を結ぶ幹

線として機能（大学、病院発着の便もあり） 

平日：片道 46 便/日 
休日：片道 26 便/日 

一色 
和田浜線 

・小川地区、和田地区をカバーする路線 
・一色まわりと和田浜まわりの 2 系統がある 
（市内完結の路線バス） 

平日：32 便/日 
休日：21 便/日 
（一色・和田浜 
まわり各々） 

焼津 
岡部線 

・藤枝市にある岡部営業所と焼津駅を結ぶ路線 
・藤枝市から焼津駅のアクセス手段として機能 

平日：片道 30 便/日 
休日片道 24 便/日 

五十海 
大住線 

・清里（藤枝市）から西焼津駅、市立総合病院を

結ぶ路線 
・朝は西焼津駅発着便が多くなっている 

平日：片道 22 便 
休日：片道 10 便 

藤枝 
吉永線 

・大井川地区と藤枝市（藤枝市立総合病院、藤枝

駅）を結ぶ路線 
・朝と夜には藤枝駅発着の便がある 

平日：片道 17 便 
休日：片道 12 便 

しずてつ

ジャスト

ライン 

藤枝 
相良線 

・藤枝市（藤枝駅）、焼津市、吉田町、牧之原市（相

良営業所）を結ぶ路線 
平日：片道 18 便 
休日：片道 13 便 

ゆり 
かもめ 

・８の字に運行（北部で左まわり、南部

で右まわり） 
・始発は「中根新田」発「焼津駅」着 

焼津 
循環線 

さつき ・逆８の字に運行（北部で右まわり、南

部で左まわり） 
・始発は「中根新田」発「焼津駅」着 
・終便は「焼津駅」発「中根新田」着 

平日：10 便 
休日：8 便 
（ゆりかもめ・ 
さつき各々） 

すい 
せん 

・逆８の字に運行（東部で左まわり、西

部で右まわり） 
・終便は「焼津市立病院」着 

自主運行

バス 

大井川 
循環線 

さくら

えび 
・８の字に運行（東部で右まわり、西部

で左まわり） 
・始発は「水産加工センター」発 
・終便は「焼津市立病院」着 

平日：6 便 
休日：4 便 
（すいせん・ 
さくらえび各々） 

・市内を運行するバス路線は、しずてつジャストライン㈱が運営する路線バスが６路線、焼津市が

運営する自主運行バスが、「焼津循環線」と「大井川循環線」の２路線となっている。 
・その他、市内には藤枝市の自主運行バスが２路線乗り入れている。 
・「焼津循環線」は焼津駅を中心に８の字に、「大井川循環線」は大井川庁舎を中心に８の字に近い

運行をしており、「焼津循環線」が１～2 時間 1 本、「大井川循環線」が 2 時間に 1 本程度の運行

頻度となっている。 
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図表 1-3-2 焼津市内のバス路線網 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

焼津循環線

大井川循環線

焼津岡部線

一色和田浜線

焼津大島線

五十海大住線

藤枝吉永線

藤枝相良線

城南平島線

藤枝駅善左衛門線

■焼津市自主運行バス ■しずてつジャストラインバス

■藤枝市自主運行バス

焼津循環線

大井川循環線

焼津岡部線

一色和田浜線

焼津大島線

五十海大住線

藤枝吉永線

藤枝相良線

城南平島線

藤枝駅善左衛門線

■焼津市自主運行バス ■しずてつジャストラインバス

■藤枝市自主運行バス

焼津駅

西焼津駅

つつじ平団地

大井川
庁舎

静岡福祉大学

飯渕

総合福祉会館

焼津文化会館

アクアスやいづ

焼津市役所

焼津市立
総合病院

大島新田
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路線ﾊﾞｽの利用者数は減少傾向にあり、平成 14年～21 年の間に年間あたり約 70 万人減少 (2)  

 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-3 路線バスの年間利用者数の推移（合計） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-4 路線バスの利用者数の推移（路線別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※図表 1-3-3 の年間利用者数は、図表 1-3-4 の各路線の年間利用者数の合計 

出典：しずてつジャストライン㈱資料 

・市内を運行する路線バスの利用者数は減少傾向にあり、平成 14 年時点で約 215 万人であっ

た利用者も平成 21 年には約 146 万人程度となっており、7 年間の間に年間あたりの利用者

数が約 70 万人減少したことになる。 
・とくに大覚寺線が廃止となった平成 19 年以降の減少が目立っている。 
・路線別では最も利用者数が多いのが、焼津駅と市立総合病院や静岡福祉大学を結ぶ「焼津大

島線」となっており、平成 21 年時点では唯一の黒字路線となっている。 

2,153,059

1,850,350
2,015,707

1,939,170

1,894,537 1,656,432

1,560,849

1,459,185

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

（年度）

（人）

178,742
200,330

70,658

153,266

299,022

248,074

174,404

205,347

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
（年度）

（人）

焼津岡部線 和田浜線 大覚寺線 五十海大住線

焼津大島線 一色線 藤枝吉永線 藤枝相良線

（廃止）

（焼津大島線：06年まで焼津吉田線）
（焼津岡部線：06年まで朝比奈線）
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自主運行バス年間利用者数は「焼津循環線」で約 11 万人、「大井川循環線」で約 3万人と

なっている 
(3) 

 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-5 焼津循環線の年間利用者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-6 大井川循環線の年間利用者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「焼津循環線」、「大井川循環線」共に、車両の運行台数を増やすなどのサービスの拡充を行い

ながら、その利用者数を伸ばしてきたものの、近年では大井川循環線の利用者数が伸び悩ん

でいる。 
・年度によってバラツキはみられるものの、焼津循環線の利用者数は約 11 万人、大井川循環

線の利用者数は約 3 万人程度となっている。（なお、単純な人口構成比としては、旧焼津市：

約 12 万人、旧大井川町：約 2 万 3 千人となっている） 
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全路線のうち、「焼津循環線」のみが大幅に利用者数を伸ばしている (4)  

 
 
 
 
 
 

図表 1-3-7 路線バスの利用者数の推移（路線別）【H14=1.0】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-8 自主運行バスの利用者数の推移（路線別）【H12 年=1.0】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・平成 14 年の利用者数を 1.0 とした各路線の利用者数の推移をみてみると、利用者数を唯一伸

ばしているのは自主運行バスの「焼津循環線」で、約 1.82 倍となっている。 
・路線バスの中では、藤枝相良線が 0.49 倍、焼津岡部線が 0.59 倍と大幅に利用者数を減らし

ており、その他の路線についても 0.7～0.9 倍程度となっている。 
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焼津大島線 一色線 藤枝吉永線 藤枝相良線
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自主運行バスの負担額は約 7,100 万円（平成 21年度運行分）（県・市負担額の合計） (5)  

 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-9 自主運行バスの運行負担額の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平成 21 年度より合併に伴い、道路運送法第 4 条による委託方式に統一した 

 
 

    図表 1-3-10 市内バス路線の運行負担額（路線別）（平成 20年度運行分）（千円） 

 

 

路線名 系 統 収  支 国・県補助金 市 藤枝市 

焼津岡部線 -10,974 0 6,600 4,374 

和田浜線 -23,387 0 23,387 

五十海大住線 -7,357 7,187 0 

市立病院 -12,174 0 12,174 

病院入口 2,121 0 0 一色線 

計 -10,053 0 12,174 

藤枝吉永線 -8,034 3,903 0 

藤枝相良線 -35,495 29,021 0 

６ 路 線 計 -95,300 40,111 42,161 

・平成 21 年度運行分に係る自主運行バスの負担額は、約 7,100 万円となっている。 
・焼津循環線と大井川循環線の負担額がほぼ同程度となっており、大井川循環線の利用者数が

焼津循環線の 1/3 以下であることを勘案すると、大井川循環線の１人１回あたりの輸送コス

トは焼津循環線の 3 倍以上と運行効率が低くなっていることがわかる。 
・路線バスの欠損額は約 9,500 万円、焼津市の負担額は約 4,200 万円（約 44％）となっている

（平成 20 年度運行分）。 

※焼津岡部線は藤

枝市と距離按分

により負担 
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36,009

71,587
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大井川循環線の１人１回あたり輸送コストが 1,267 円と比較的高い (6)  

 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-11 １人１回あたり輸送コスト（路線別） 
 
 
 
 

－中部運輸局管内の自主運行バスの輸送コスト－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（路線バスは平成 20 年度運行分、自主運行 

バスは平成 21 年度運行分。なお、自主運行 

バスの「国・県負担」は「県負担」のみ） 

 
 
 
 
 
 

出典：平成 19年地域公共交通実態調査（中部運輸局管内） 

 
※1 人 1 回あたり輸送コスト：1 人を 1 回あたり輸送するのに必要な税負担の額。1 人 1 回あたり輸送

コストが 300 円である場合、利用者が支払う運賃とは別に、300 円の税負担が発生していることを意

味する。なお、上記の輸送コストには車両の減価償却費は含まれていない 

・平成 21 年度運行分に係る自主運行バスの１人１回当たり輸送コスト※を計算すると、「焼津

循環線」で 329 円、大井川循環線で 1,267 円となっている。 
・両路線の平均では 500 円程度となるが、「人口密度の低い地域が広く分散している」などの

地域特性から、大井川循環線の輸送効率は焼津市と比較して大幅に低くなっている。 
・平成 19 年に中部運輸局管内の市町村に対して実施された調査では、1 人 1 回当たり輸送コス

トは平均で 741 円となっている。 
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焼津循環線：「総合福祉会館」、「焼津駅」、「西焼津駅」、「市立総合病院」の利用が多い (7)  

 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-12 便別利用者数（ゆりかもめ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-13 便別利用者数（さつき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平成 22 年 5月 25 日実施の乗降調査より 

・焼津循環線は、始発・終発の便を除けば、全ての便で 1 便あたり 10 人以上の利用がみられ、

比較的利用率が高い路線となっている。 
・乗降客数の多い停留所としては、「総合福祉会館」、「焼津駅」、「西焼津駅」、「市立総合病院」

などが挙げられる。 
・「総合福祉会館」では当該施設でボランティアなどを行う方の利用が多く、利用の頻度も高く

なっている。 

15

22

23

14

19

16

34

10

18

5

0 5 10 15 20 25 30 35

第1便　中根新田→焼津駅　7：13発

第2便　焼津駅→焼津駅循環　7：44発

第3便　焼津駅→焼津駅循環　9：36発

第4便　焼津駅→焼津駅循環　11：32発

第5便　焼津駅→焼津駅循環　12：30発

第6便　焼津駅→焼津駅循環　13：29発

第7便　焼津駅→焼津駅循環　14：25発

第8便　焼津駅→焼津駅循環　15：25発

第9便　焼津駅→焼津駅循環　16：21発

第10便　焼津駅→焼津駅循環　17：21発

人/日

7

30

33

22

20

15

19

11

18

11

0 5 10 15 20 25 30 35

第1便　中根新田→焼津駅　6：47発

第2便　焼津駅→焼津駅循環　7：29発

第3便　焼津駅→焼津駅循環　8：20発

第4便　焼津駅→焼津駅循環　9：17発

第5便　焼津駅→焼津駅循環　10：11発

第6便　焼津駅→焼津駅循環　11：08発

第7便　焼津駅→焼津駅循環　12：59発

第8便　焼津駅→焼津駅循環　14：50発

第9便　焼津駅→焼津駅循環　16：41発

第10便　焼津駅→中根新田　18：32発

人/日
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図表 1-3-14 平成 21 年度 停留所別一日平均乗降者数（焼津循環線） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

停留所名 乗車 降車 停留所名 乗車 降車 停留所名 乗車 降車

焼津駅前 74.1 74.9 木屋川 3.8 3.1 虚空蔵尊入口 6.7 5.0

市役所前 3.7 5.8 中根新田 12.8 9.7 岡当目 1.1 1.0

横町 4.1 3.4 中新田配水場 4.8 3.9 中里東 2.0 2.0

アクアスやいづ 3.3 2.4 中新田 4.0 2.8 東益津小学校前 3.2 1.8

田子乃橋 7.0 5.0 大住 2.2 1.9 日本坂ＰＡ 2.3 1.7

保健センター 1.6 3.7 大住北 2.1 1.6 高草山石脇入口 1.1 1.0

西小川一丁目 1.5 2.4 小柳津 5.4 5.6 石脇上 1.2 1.0

竪小路団地 5.8 3.2 柳新屋 1.1 1.7 坂本団地 3.1 3.1

西小川四丁目 2.2 1.7 西焼津駅南口 16.1 23.4 林叟院入口 1.4 1.4

泓の川 1.2 1.7 柳新屋東 3.6 3.6 坂本 2.8 2.0

三右衛門新田 3.4 3.9 五ヶ堀之内南 2.6 2.1 坂本南 1.2 1.4

祢宜島配水場 1.4 1.7 三ヶ名西 4.0 2.8 高草橋 2.4 2.0

祢宜島 2.5 2.9 三ヶ名東 7.9 5.7 さかなセンター 14.3 12.4

焼津市立病院前 22.1 22.3 文化センター前 9.5 8.8 大覚寺 7.0 10.3

道原 0.5 0.6 西小学校前 1.6 2.2 大村公民館 2.0 2.0

大富 3.2 3.4 中港 1.8 3.6 総合福祉会館 14.0 15.6

大富小学校前 2.2 1.9 サンライフ焼津 1.5 1.4 牛田橋 1.1 1.4

河原中 2.3 2.6 当目大橋 1.2 0.9 駅北三丁目 1.7 1.5

合計 297 295
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大井川循環線：「市立総合病院」、「大井川福祉ｾﾝﾀｰ」、「福祉老人ｾﾝﾀｰ」の利用が多い (8)  

 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-15 便別利用者数（すいせん） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-3-16 便別利用者数（さくらえび） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平成 22 年 5月 21 日実施の乗降調査より 

・焼津循環線と比較すると１便あたりの利用者数も少なく、とくに「さくらえび」の利用者数

は、10 人に満たない便が多く、利用率が低くなっている。 
・1 日あたりの乗降者数 1 人未満の停留所が 6 割程度となっている。 
・全体としては「焼津市立総合病院」での乗降が最も多くなっており、主として大井川地区か

ら当該病院への通院手段として利用されていることが分かる。 

13

14

14

11

11

0

0 5 10 15 20 25 30 35

第1便　大井川庁舎→大井川庁
舎循環　6：45発

第2便　大井川庁舎→大井川庁
舎循環　8：51発

第3便　大井川庁舎→大井川庁
舎循環　10：51発

第4便　大井川庁舎→大井川庁
舎循環　12：51発

第5便　大井川庁舎→大井川庁
舎循環　14：51発

第6便　大井川庁舎→焼津市立
病院　16：51発

人/日

3

10

9

5

7

1

0

0 5 10 15 20 25 30 35

第1便　水産加工ｾﾝﾀｰ→大井川庁舎　7：10発

第2便　大井川庁舎→大井川庁舎循環　8：27発

第3便　大井川庁舎→大井川庁舎循環　10：37発

第4便　大井川庁舎→大井川庁舎循環　12：37発

第5便　大井川庁舎→大井川庁舎循環　14：37発

第6便　大井川庁舎→大井川庁舎循環（病院方面
のみ）　16：37発

第7便　大井川庁舎→焼津市立病院　17：45発

人/日
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図表 1-3-17 平成 21 年度 停留所別一日平均乗降者数（大井川循環線） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

停留所名 乗車 降車 停留所名 乗車 降車 停留所名 乗車 降車

大井川庁舎 14.2 9.8 上新田西 1.4 0.5 福祉老人センター前 0.5 2.0

中学校前 0.5 0.4 グランリバー前 3.6 4.3 水産加工ｾﾝﾀｰ 2.1 0.6

中島 0.4 0.5 下江留中 0.3 0.1 木の子橋北 0.5 0.2

大井川体育館 0.1 0.2 不動山入口 0.2 0.1 一色上 1.2 0.7

西島 0.3 0.2 飯淵 1.5 1.2 焼津市立病院 17.5 20.1

富士見橋 1.0 1.2 利右衛門 2.3 1.7 下小杉 0.1 0.1

相川 1.5 0.8 臨港工業団地前 0.2 0.2 天満宮前 0.5 0.6

相川上 0.2 1.4 港湾会館前 0.7 0.8 藤守 0.7 0.4

寺島 0.0 0.1 六軒屋 2.9 1.7 平松口 0.6 0.7

上泉 0.7 0.7 宮島 2.7 1.8 鶴巻団地 1.8 1.1

つつじ平団地 3.5 3.6 高新田防災ｾﾝﾀｰ前 1.6 1.3 高新田 0.7 0.6

上泉上 1.0 0.8 平松 1.8 1.1 吉永辻 1.2 1.2

上新田北 0.4 0.3 高新田平 0.7 0.4 上田中 0.4 0.2

上新田中 0.2 0.1 大井川寮・睦園前 2.2 1.2 大井川福祉センター 1.6 1.9

東名入口 0.5 0.5 藤守防災ｾﾝﾀｰ前 0.4 0.4 中川原 0.8 3.7

西小入口 0.3 0.2 小杉浜 0.2 0.2 合計 78 72
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４．ニーズ調査結果の概要 

（１）ニーズ調査の概要 

 本計画の策定に係り実施されたニーズ調査の実施概要は、以下のとおりである。 

 

①市民アンケート調査 

発  送：平成 22 年 7 月 30 日（金） 
投函〆切：平成 22 年 8 月 18 日（日） 
配布・回収方法：郵送配布・郵送回収 
配布票数：4,000 票（16 歳以上を対象。下記の各中学校区の人口規模に比例させた形での無作

為抽出） 
回収票数：1,633 票（回収率：40.8%） 

図表 1-4-1 市民アンケート調査回収結果 

 配布数 回収数 回収率 
焼津中学校区 369 161 43.6% 
大村中学校区 417 167 40.0% 
豊田中学校区 596 211 35.4% 
小川中学校区 384 150 39.1% 
港中学校区 430 158 36.7% 
東益津中学校区 300 123 41.0% 
大富中学校区 631 247 39.1% 
和田中学校区 230 89 38.7% 
大井川中学校区 643 245 38.1% 
不明 - 82 - 
合計 4,000 1,633 40.8% 

 

②施設アンケート調査 

調査票配布：平成 22 年 8 月 14 日（水）   ※藤枝吉永線のみ翌 8 月 5 日（木） 
投函〆切 ：平成 22 年 8 月 13 日（金） 
配布方法：下記４地点にて手渡し 
回収方法：郵送 
配布票数：1,000 票 
回収票数：216 票（回収率：21.6%） 

図表 1-4-2 施設アンケート調査回収結果 

配布地点 配布数 回収数 回収率 
焼津駅 488 115 23.6% 
西焼津駅 125 24 19.2% 
市立総合病院 335 68 20.3% 
路線バス車内 
「藤枝吉永線」 

52 9 17.3% 

合計 1,000 216 21.6% 
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（２）調査結果の概要 

 
① 年齢層別でバスの利用割合が高いのは、20歳代の若年層と70歳以上の高齢者の方である。

また、週に１日以上利用するという人の割合をみると、20 歳代が 6.2%、70 歳以上が 3.7%、

20 歳未満が 3.2%となっており、高齢者の方は外出頻度が低いため、バスの利用頻度は若年

層と比較して高くはない 
 

図表 1-4-3 バスの利用頻度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※市民アンケート調査より 

 
 

② 市内の買い物の傾向としては、「①東

益津・大村エリア」、「②焼津・小川エ

リア」、「③大富・豊田エリア」、「④港・

和田エリア」、「⑤大井川エリア」の５

つのパターンに分類される。自主運行

バスの利用は「東益津」と「大富」、

路線バスの利用は「大富」で僅かにみ

られる 
 
 
 
 
 
 
 
※市民アンケート調査より 
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20歳未満(n=63)

20～29歳(n=114)

30～39歳(n=179)

40～49歳(n=217)

50～59歳(n=271)

60～69歳(n=382)

70歳以上(n=326)

1週間に3日以上 1週間に1～2日 1ヶ月に数日 年に数日 ほとんど乗らない

 

ﾋﾟｱｺﾞ大覚寺

田子重・小川店田子重・登呂田店

田子重・西焼津店
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港

大富
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小川

ｸﾞﾗﾝﾘﾊﾞｰ大井川
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藤枝市内の店舗
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図表 1-4-4 買い物の流動 
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③ 通院では「焼津市立総合病院」の

利用が最も多く、バスを利用しての

アクセスも最も多くなっている。そ

の他では、「大井川」、「大富」、「豊

田」などからは藤枝市内へ、「大村」、

「豊田」、「東益津」、「焼津」などの

各地域からは静岡市内への通院も

みられる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※市民アンケート調査より 

 
④ バスを利用されない方の潜在的ニーズについては図表 1-4-6 のとおりである。回答者の方

が「魅力がある」と選択し、さらに実現した場合の利用意向が高い改善策としては、「増便」

と「自宅近くへの停留所の新設」の２つが突出して高い結果となっている 
 

図表 1-4-6 バスを利用しない方が求める改善策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※市民アンケート調査より 
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図表 1-4-5 通院の流動 
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自分が希望する行き先にバスの停留所が新設される

自宅の近くのバスの停留所が新設される

始発のバスの時刻を早くする

最終のバスの時刻を遅くする

バスの本数を増やし、できるだけ
自由な時間に外出できるようにする

他のバス路線との乗り継ぎを便利にし、
乗り継ぎ料金割引を導入する

電話で予約することにより運行する
ワゴン型のバスを導入する

その他

（％）

n=1,234 
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⑤ 自主運行バスを利用する理由は、「自宅から停留所が近いため（69.7%）、「運賃が安い

（66.7%）」、「病院・福祉施設に行くのに便利（57.6%）」などとなっている 
 

図表 1-4-7 自主運行バスを利用する理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※市民アンケート調査より 

 
⑥ １人１回あたりを輸送するのに、静岡県と焼津市が 500 円の税負担をしていることについ

ては「妥当な負担である」との回答が 54.8%と最も多くなっている。「運賃値上げにより、

財政負担を軽減すべき」が 11.3％となっている。 
 

図表 1-4-8 自主運行バスを利用する理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市民アンケート調査より 
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0 10 20 30 40 50 60 70 80
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勤め先に行くのに便利なため

学校に行くのに便利なため

病院、福祉施設に行くのに便利なため

その他の公共施設へ行くのに便利なため

自宅から停留所が近いため

乗りたい時間に運行しているため

運賃が安いため

バスが最も速い交通手段であるため

JR東海道線に乗り継ぐため

バス以外に交通手段がないため

その他

（％）

n=30 

54.8
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9.6
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11.3

10.9

0 10 20 30 40 50 60

自家用車で移動できない人の足を確保するためであ
れば、妥当な負担額であると思う

財政支出を増やし、路線数や運行本数などを充実さ
せるべき

運賃の値上げにより路線数や運行本数などを充実さ
せるべき

路線数や運行本数などを縮小することにより、財政
負担を軽減すべき

運賃値上げにより、財政負担を軽減すべき

その他

（％）
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⑦ 各アンケート調査からみられた、自由回答による主要なニーズは以下のとおりである。大

井川地区からＪＲ駅への直通便の運行や、公共交通空白地域への新たな乗り入れ、利用しや

すいダイヤへの意見などが多くなっている。 

 

 

【市民アンケート調査】 

１) 大井川地区から駅への直通便の要望が多い。（藤枝駅行きの充実、焼津駅・西焼津駅への直通

路線の新設） 

２) 1)について、例えば、焼津大島線の大井川への延伸、大井川循環バスの焼津駅までの延伸など

に対する要望がみられる。 

３) ＪＲと路線バスの乗り継ぎの悪さに対する指摘が多い。（特に、小川・港・和田地区の住民か

らの指摘が多い） 

４) 大村・豊田地区を中心に「大覚寺線」の再運行に対する要望が多い。（焼津駅までの直通便の

運行） 

５) 和田・港地区から「焼津市立総合病院」や「イオン焼津」に行くための路線に対する要望が

多い。特に港地区の「石津」からは、当該希望に関する声が目立つ。 

６) 主に路線バスに対して、最終バスの時刻が早すぎるとの指摘が多い。（22:00 まで位は欲しい 

等） 

７) バス路線に関する情報がまったくないため、利用したくても利用出来ないとの指摘もみられ

た。 
 

 

【施設アンケート調査】 

１) バスの遅れや定刻前の発車・通過を指摘する声が多数みられ、定時性の確保や遅れが累積し

ない、無理のないダイヤ編成を望む声が目立つ。（朝夕の一色和田浜線において恒常的に遅延の

発生、岡部線における朝の遅れ等） 

２) 1)に関連して、バスが既に通過してしまったのか、まだ到着していないのかわからずに不安・

不便であるという声も多くみられる。 

３) JR との接続が悪いという意見が多くみられる。（岡部線、一色和田浜線等においてバスの遅延

により、JR の乗り換えに支障がある。また、JR の到着時刻とバスの発車時刻との間に余裕が

なく、うまく乗り継げないことがある等） 

４) 自主運行バスについては、ルートが冗長的すぎること、運行間隔が大きい（運行本数が少な

い）ことに対する改善要望が多くみられる。（朝夕の増便、１時間に１本程度の運行頻度等） 

５) 大井川地区から駅（焼津駅あるいは西焼津駅、藤枝駅）を結ぶ路線や大井川地区と旧焼津市

中心部を結ぶ路線を求める声が複数みられる。 
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５．第５次焼津市総合計画の概要 

（１）施策体系 

 

 

 

 

 

 

図表 1-5-1 第５次焼津市総合計画の施策体系図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）消費者の自立と保護

５ 人と自然が調和する
   まちづくり

４ 活力ある産業と
   にぎわいのあるまちづくり

（６）スポーツ・レクリエーション活動の振興

（２）自然環境の保全

（５）雇用の確保と勤労者の支援

（１）生活環境の向上

（２）農地、水、環境を活かした農林業の振興

（３）自立支援体制の充実

（４）子育て支援の充実

（１）災害に強いまちづくり

（２）良好な住環境の実現

（５）地域で支え合う福祉の推進

（５）健全な財政運営

６ 市民と行政がともに
   創るまちづくり

（４）市民満足度の高い行政運営

（３）ごみの減量化と適切な処理

（４）省エネ生活の推進

（１）互いに認め合い尊重されるまちづくり

（２）情報共有化の推進

（３）市民参画と協働の推進

対象：市民、行政
意図：協働してまちづくりをする

政策（施策の大綱） 施　　策

（１）健康づくりの推進

（２）医療体制の充実

対象：自然環境、市民
意図：保全される、共生する

対象：市民
意図：豊かな感性が育まれる

１ みんなが安心して
   暮らせるまちづくり

（４）芸術文化の振興と伝統文化の継承

（１）豊かな感性をもつ幼児の育成

（２）生きる力を育む学校教育の充実

（４）安全な水の安定供給

（５）交通事故のないまちづくり

（６）犯罪のないまちづくり

２ 安全で快適なまちづくり

対象：市民
意図：安心して暮らし続けられる

対象：市民、市域
意図：安全で快適に暮らせる

対象：市民、企業
意図：活気があふれ、経済活動
　　　　が活発になる

（３）にぎわいのある商工業の振興

（４）人が訪れ、消費が拡大する観光の振興

（５）焼津らしい平和教育の推進

３ 豊かな心を育てる
   まちづくり

（３）生きる力を伸ばす社会教育の充実

（１）活気ある水産業の振興

（３）移動しやすい交通ネットワークの充実
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【将来都市像】

 

 

 

 

（２）医療体制の充実 

（４）子育て支援の充実 

（１）災害に強いまちづくり 

（３）市民参画と協働の推進 

 （４）人が訪れ、消費が拡大する観光の振興 

次ページ 

を参照 

・第５次焼津市総合計画（計画期間：平成 23 年度～平成 30 年度）では、施策体系が図表 1-5-1
のとおり整理されている。 

・この中で、政策「２．安全で快適なまちづくり」のための施策として「（３）移動しやすい交

通ネットワークの充実」が掲げられており、公共交通に関する取り組みはこの中で位置づけ

られている。 
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（２）具体的な取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-5-2 施策「移動しやすい交通ネットワークの充実」の具体的な取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ バスの利用に関しては、路線バスの減少に伴い、利用しにくい状況になっ

ています。高齢者や障害者などの日常の移動手段の確保と利便性の向上を図

るため、長期的な視点に立った持続可能な交通ネットワークの再編に取り組

む必要があります。 

○ 公共交通機関に関しては、地域公共交通総合連携計画の中で、自主運行バ

スの路線の再編を含め検討し、利便性の高い移動手段の確保を目指します。 

【市民】 

○ 交通安全や排ガスなどの環境の観点からも、バスなどの公共交通機関を

積極的に利用します。 
【公共交通機関を運営する事業所】 

○ 電車・路線バスの安全運行を実践し、定時性の確保に努めます。 
【行政】 

○ 移動手段の確保や公共交通バスの充実を図るため､事業者や利用者との

協議・調整を積極的に進めます 
 

現状と課題 

施策の方針 

成果指標 【市内のバスが利用しやすいと思っている市民の割合】 

 現状：２１．０％（平成 21 年度）⇒ 目標２５．０％（平成 26 年度） 

役割分担 

・公共交通に関する課題としては、路線バスの減少による利便性の低下に対し、高齢者や障害

者などの日常の移動手段の確保が挙げられている。 
・具体的な取り組みについては、地域公共交通総合連携計画の中で検討するとされており、本

計画にて具体的な内容を示すこととなる。 
・役割分担としては、市民には公共交通機関の積極的な活用、公共交通の運営機関には、安全

運転および定時性の確保、行政については、協議・調整の積極的な実施を行うこととされて

いる。 
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（３）土地利用構想 

 

 

 

 

 

図表 1-5-3 土地利用構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市内の土地利用については、図表 1-5-3 の通りとされている。公共交通によりカバーすべき

地域として優先順位が高いと考えられる市街地ゾーンについては、焼津駅を中心とする地域

に加え、大井川地区については、つつじ平、相川、飯渕および東部の海岸線沿いなどが市街

地ゾーンとされている。 
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６．焼津市の地域公共交通に関する課題 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 ポイント整理 

１．人口動態 (1)人口は平成 17 年～22年にかけてピークを迎えるも、65歳以上人口は今後も増加傾向 

(2)地区別人口は、東益津・越後島などで減少、豊田・大覚寺などで増加傾向 

(3)人口はＪＲ沿線と小川・和田地区などで集積が高いが、その他の地域にも広く分布 

２．施設立地 (1)中心的な医療施設「焼津市立総合病院」が市のほぼ中央に位置する 

３．地域の交

通流動 

(1)地域内の移動のうち、バスの利用割合は僅か 1.1％ 自動車での移動が過半数を占める 

(2)旧大井川町からは、私用の移動に限っては藤枝市とのつながりが強くなっている 

現状分

析 

４．バス路線

の概要 

【路線概要／経営状況】 

(1)路線バスの利用者数は減少傾向にあり、平成 14～21 年の間に年間あたり約 70万人減少 

(2)年間利用者数は「焼津循環線」で約 11 万人、「大井川循環線」で約 3 万人となっている 

(3)自主運行バスの負担額は約 7,100 万円（平成 21年度運行分）（県・市負担額の合計） 

(4)大井川循環線の１人１回あたり輸送コストが 1,267 円と比較的高い 

【自主運行バスの利用状況】 

(5)焼津循環線：「総合福祉会館」、「焼津駅」、「西焼津駅」、「焼津市立総合病院」の利用が多い 

(6)大井川循環線：「焼津市立総合病院」、「大井川福祉ｾﾝﾀｰ」、「福祉老人ｾﾝﾀｰ」の利用が多い 

１．集計結果 【特徴／改善要望】 

(1)高齢者の方は外出頻度が低いため、バスの利用頻度は若年層と比較して高くはない 

(2)自主運行バスを利用する理由は「停留所が近い」、「運賃が安い」、「病院・福祉施設に行くのに便利」 

(3)利用意向が高い改善策としては、「増便」と「自宅近くへの停留所の新設」の２つが突出して高い 

【運営に対するご意見】 

(1)税負担・自主運行バス運賃については、現在と同程度でよいとの意見が最も多い 

市民ア

ンケー

ト調査 

２．具体的な

要望 

(1)大井川地区から駅への直通便の要望が多い（藤枝駅、焼津駅、西焼津駅） 

(2)ＪＲと路線バスの乗り継ぎの悪さに対する指摘が多い（特に、小川・港・和田地区） 

(3)大村・豊田地区を中心に「大覚寺線」の再運行に対する要望が多い 

(4)和田・港地区から「焼津市立総合病院」や「イオン焼津」に行く路線（特に港地区の「石津」から） 

(5)主に路線バスに対して、最終バスの時刻が早すぎるとの指摘が多い（22:00 まで位は欲しい 等） 

(6)バス路線に関する情報がまったくないため、利用したくても利用出来ないとの指摘もみられた。 

１．集計結果 【改善要望】 

(1)高頻度利用者は、高齢者よりも若年層で多くなっているが、若年層はまったく利用しない人も多い 

(2)「運行本数を増やしてほしい」が最も多くなっている。次いで「鉄道との接続を良くしてほしい」

も利用頻度に関わらず多い 

(3)「最終便の延長」が「港中学校区で 50.0%」、「和田中学校区で 38.5%」、「大村中学校区で 33.3%」。

また、「鉄道との接続改善」は「小川中学校区で 32.0%」、「和田中学校区で 30.8%」が比較的多い 

施設ア

ンケー

ト調査 

２．具体的な

要望 

(1)定時性の確保（朝夕の一色和田浜線の恒常的に遅延の発生、岡部線における朝の遅れ 等） 

(2)バスが既に通過してしまったのか、まだ到着していないのかわからずに不安・不便 

(3)JR の到着時刻とバスの発車時刻との間に余裕がなく、うまく乗り継げないことがある 

(4)自主運行バスは、ルートが冗長・運行間隔が大きいことへの改善要望が多い（運行本数が少ない） 

(5)大井川地区から駅（焼津駅、西焼津駅、藤枝駅）を結ぶ路線への要望が多い 

１．新たな路線に対する要望が多く、対応の是非について検討が必要 

 ・大井川から焼津駅・西焼津駅への直通便（もしくは藤枝駅への利便の向上） 
 ・大村・豊田地区における「大覚寺線」の再運行 
 ・和田・港地区（石津など）から市立総合病院やイオン焼津への足の確保 

  ※豊田・大覚寺などでは比較的人口の増加率が高い状況にもある 

２．既存のバス路線について「増便」、「停留所の増設」などの検討が必要 

 ・現在のバス利用者、非利用者共に「増便」と「自宅近くへの停留所の新設」

に対する要望は高い 
 ・ただし、増便は運行委託費の増額、「停留所の増設」は人口分布も広いため

「冗長である」ことが指摘される路線をさらに冗長にする恐れがある 

３．（特に）大井川線の運行効率の改善について検討が必要 

 ・大井川線は、運行コストの割に利用者数が少なく運行効率が他地域と比較

しても低い状態である 
 ・車両の小型化によるより細かな運行、デマンド方式による運行など、運行

の効率化方策に関する検討が必要 

４．路線バスのＪＲとの乗り継ぎ改善・定時性の確保などの検討が必要 

・特に、一色和田浜線についてＪＲとの乗り継ぎ利便性が悪いとの指摘が多

いと共に、朝夕の遅延、終バスが早いなどの意見がみられる。 

 ・遅延については、日々の遅延情報を実際のダイヤに反映させることにより、

合わせてＪＲとの乗り継ぎ改善を試みるなどの対応が必要 

５．外出機会の創出などによるバスの利用促進に関する検討が必要 

 ・高齢者の方は、バスを利用される方は多いものの、通院頻度の減少など（病

診連携や薬の処方日数の長期化など）その利用頻度が低い状況にある 
 ・様々な施設で行われるイベントとの連携など、バスを活用しての外出機会

そのものの創出を図る必要がある 

６．バス路線の概要や活用方法に関するさらなる情報発信の検討が必要 

 ・バス路線についての情報がないため、利用したくても利用できないとの意

見がみられた。連携計画策定を１つの機会とし、今後のバス路線とその活

用方法に関するさらなる情報発信が必要であると思われる 

７．上記のような個別の課題に対する検討を経て、焼津市としての公共交通の

運営方針を明確化する必要がある 

 ・限られた財源の中で、数々の要望に適切に応えていくため、焼津市が提供

する公共交通サービスの考え方について、明確化する必要がある。 
 

現状分析およびアンケート調査からみる今後の課題 




